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１ 健全化判断比率及び資金不足比率の概要について

平成１９年６月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、

地方自治体が財政の健全化を判断するための４つの指標（健全化判断比率）と、公営

企業ごとに経営状況を明らかにする指標（資金不足比率）の公表が平成１９年度決算か

ら義務付けられました。また平成２０年度決算からは、この各指標のいずれかひとつで

も基準以上になった場合は、財政の早期（経営）健全化や財政の再生を図るための計

画策定が必要となります。

２ 本村の健全化判断比率

本村の平成２３年度の健全化判断比率は、平成１９年度から引き続き、いずれも早期健

全化基準を下回っています。そのうち、実質公債費比率は平成１９年度１８．０％を超え、

起債許可団体となっていましたが、平成２３年度は標準財政規模の主要素となる普通交

付税の増もあり、比率は１．２％マイナスとなり、前年度よりも若干改善されています。

今後も一層の財政の健全化に努めます。

３ 本村の資金不足比率

平成２３年度の資金不足比率は簡水会計、農集排会計とも経営健全化基準を下回りま

したが、これまで整備された施設の公債償還などが今後増加する見込みであり、引き

続き更なる健全化に向けた経営改善に取り組みます。

平成２３年度

北海道初山別村健全化判断比率及び資金不足比率について

（単位：％）

将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率区 分

－１０．２－－初山別村

３５０．０２５．０２０．００１５．００早期健全化基準

３５．０４０．００２０．００財 政 再 生 基 準

＊実質赤字額又は連結実質赤字額又は将来負担額がない場合は「－」で記載されます。

＊基準は市町村の財政規模によって異なります。

（単位：％、千円）

備 考資金不足比率特別会計の名称

３８，３０３（事業の規模）－簡易水道事業特別会計

１４，８６４（事業の規模）－農業集落排水事業特別会計

２０．０経営健全化基準

＊資金不足額がない場合は「－」で記載されます。
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人件費：
４億１，８５３万５，０００円
（歳出総額：

２７億１，５９８万７，０００円）
人件費率
＝人件費÷歳出総額×１００
＝１５．４％

給与費の推移（Ｈ２０～Ｈ２４）

学歴別初任給の推移（Ｈ２０～Ｈ２４）

村村村村村村村村村村特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別職職職職職職職職職職・・・・・・・・・・議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員・・・・・・・・・・職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員のののののののののの給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与等等等等等等等等等等のののののののののの状状状状状状状状状状村特別職・議会議員・職員の給与等の状況況況況況況況況況況況

人件費の推移（Ｈ１９～Ｈ２３）１．人件費の状況（平成２３年度普通会計決算）

経験２０年経験１５年経験１０年採用２年目初任給

３１０，８００２７５，３００２３６，１００１７８，８００１７２，２００大卒

２７５，３００２３６，１００２００，０００１４４，５００１４０，１００高卒

Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１Ｈ２０Ｈ１９

２，７１５，９８７２，４２７，００４２，３５８，５８３２，２４８，４２７２，０４９，７７４歳出総額

４１８，５３５３９８，１１４４０２，４７９４１３，３３５４１４，８０９人件費

１５．４１６．４１７．１１８．４２０．２人件費率

Ｈ２４Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１Ｈ２０

１，９０５，０００１，８６３，０００１，８１２，０００１，８７９，０００１，９１９，０００当初予算

２３９，７７１２４０，５０１２３６，７８３２４５，３０６２５４，９３０給与費

１５５，７５４１５３，７９９１５０，９３０１５４，７５８１６０，９６８給 料

Ｈ２４Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１Ｈ２０

１７２，２００１７２，２００１７２，２００１７２，２００１７２，２００大卒

１４０，１００１４０，１００１４０，１００１４０，１００１４０，１００高卒

４．職員の初任給、経験年数別・学歴別平均給料月額

（平成２４年４月１日現在）

職員給与費（①＋②＋③、職員数３９名）
＝２億３，９７７万１，０００円
職員１人あたり給与費＝６１４万７，９７４円

２．職員給与費の状況（平成２４年度普通会計予算）

③期末・勤勉手当

５，７０５万４，０００円
①給料

１億５，５７５万４，０００円

②職員手当

２，６９６万３，０００円

平均給与月額（①＋②）
＝３６万１，９５７円

３．職員の平均給料月額・平均給与月額（一般行政職）

（平成２４年４月１日現在）
①平均給料月額
３３万１，５２９円

②手当
３０，４２８円



吋

※ラスパイレス指数

村の職員構成が国と
同じであるとして、
村の平均給料月額を
求めた上で、国の平
均給料月額を１００と
して算出した指数。

期末手当・勤勉手当の推移（Ｈ１９～Ｈ２３）

①特殊勤務手当(月額）
支給対象：税務職員３，０００円
②時間外勤務手当
③扶養手当(月額）
配偶者１３，０００円、子等６，５００円
④住居手当(月額）
持ち家で２，５００円、借家で１２，０００円を超
える家賃に応じて最大２７，０００円を支給
⑤通勤手当(月額）
通勤距離２㎞以上、限度額５５，０００円
⑥管理職手当（月額）
基本給の課長等８％、主幹６％

５．ラスパイレス指数の状況

６．職員の各種手当の状況

その他の手当の支給実績（平成２３年度）

Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１Ｈ２０Ｈ１９

１．３５１．３５１．４０１．５０１．５０勤勉手当

２．６０２．６０２．７５３．００３．００期末手当

期末手当・勤勉手当の支給割合（平成２３年度）

退職手当の支給割合（平成２４年４月１日現在）

最高限度勤続３５年勤続２５年勤続２０年

５９．２８４７．５０３３．５０２３．５０自己都合

５９．２８５９．２８４１．３４３０．５５勧奨・定年
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６月期…１．８５月分

１２月期…２．００月分

村長・副村長・教育長
期末手当

議長・副議長・議員

特別職・議員の期末手当の推移
（Ｈ１９～Ｈ２３）

村長・副村長・教育長…給料

（Ｈ２３．５．１から本則減額改定）

議長・副議長・議員…報酬

級別職員数の推移（Ｈ２０～Ｈ２４）

毅一般行政…議会、総務企画、税務、民生、衛生、
農林水産、土木

毅特別行政…教育

煙普通会計（３７人）
一般行政（３２人）
議会…………０１
総務企画……１２
税務…………０２
民生…………０６
衛生…………０３
農林水産……０６
土木…………０２

特別行政（５人）
教育…………０５

煙公営企業等会計（４人）
簡水会計……０１
農集会計……０１
国保会計……０１
介護会計……０１

※平成２４年４月１日現在の職員数内訳

７．特別職・議員の報酬月額等の状況（平成２３年度）

１２３４５６級 区 分

課 長 等

主 幹 等

係 長 等

主 任 等

主 事 等

主 事 補

滑害害害害害害害害害害害害害害害害害害葛

滑害害害害害害害害害害害葛

滑害害害害害害害害害害害葛

滑害害害害害害害害害害害葛

滑害害害害害害害害害害害葛

滑害害害害害葛

８．級別職員数の状況（平成２４年４月１日現在）

９．部門別職員数（各年４月１日現在）

Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１Ｈ２０Ｈ１９

１．８５１．９０１．９０２．１０２．１５６月期

２．００１．９５２．１５２．３０２．３５１２月期

Ｈ２４Ｈ２３

４４公営企業等

５５特別行政

３２３２一般行政



宇

①計画期間……平成２３年から平成２７年度（５年間）
②計画の目標…現行職員数の水準を基本に退職者補充を計画的に採用し、定員並びに人事管理の適正化を図る。

目標年度（平成２８年度）においては４１名とする。
③年次別進捗状況（各年４月１日現在の職員数）

１０．定員管理の適正化（第５次行政改革大綱）

これらの図表は村職員の給与についてお知らせするもので、村民の皆さんに一層のご理解をいただけ

れば幸いです。

村職員の給与は、国及び他の地方公共団体との均衡等を考慮しながら、村議会の審議を経て条例で定

められていますので、村の給与制度は国及び他の地方公共団体の制度とおおむね同様の内容です。

１１．職員の福利厚生の状況（平成２３年度）

①福利厚生の状況

事 業 内 容名 称

村交通安全事業・海水浴場清掃・交通安全協会加入

職員レクリェーション・交通安全講習会開催・慶弔事業
初 山 別 村 職 員 厚 和 会

検診事業・健康づくり事業・ライフプラン推進事業

医療費適正化事業・利用助成事業
北海道市町村職員共済組合

保健体育助成事業・共済組合宿泊施設利用助成北海道市町村職員福祉協会

事業主検診事業・総合検診事業村

②互助会に対する公費負担状況

実 績区 分

１４７，０００円公費補助総額
初 山 別 村 職 員 厚 和 会

３，３４１円一人あたり公費負担額

１２８，０２８円公費補助総額
北海道市町村職員福祉協会

２，９１０円一人あたり公費負担額

５５８，１７０円福利厚生事業費総額

村
１２，６８６円一人あたり公費負担額

６人 ５２，３２０円事業主検診
個別事業実績等

２９人 ５０５，８５０円総 合 検 診

※北海道市町村職員福祉協会の詳しい事業内容については、福祉協会ホームページをご覧ください。

アドレス http://www.hokkaido-ctvfukusikyokai.jp/

Ｈ２４Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１Ｈ２０Ｈ１９Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１６

４４４４４４４４４公営企業等

５５５６６６６７７特別行政

３２３２３２３１３３３６３８４０４２一般行政



晴
れ
と
な
っ
た
９
月
最
初
の
日
曜
日
、
村
営
農
対
策
協
議
会
が

開
催
し
た
農
業
体
験
に
集
ま
っ
た

組
の
親
子
が
、
い
も
掘
り

１０

を
体
験
し
ま
し
た
。

学
校
の
教
室
で
は
で
き
な
い
畑
作
業
の
ほ
か
、
農
業
に
関
す
る
ク

イ
ズ
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
掘
っ
た
い
も
を
入
れ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が

お
昼
ご
飯
と
な
り
ま
し
た
。（
９
月
２
日
）

老
の
日
を
祝
い
、

歳
以
上
の
村
民
が
「
敬
老
会
」
に
招
待
さ
れ

７０

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
た
に

名
の
新
入
会
員
を
迎
え
、
参
加
者
に
よ
る
カ

２９

ラ
オ
ケ
や
保
育
園
児
の
お
祝
い
の
言
葉
、
さ
ら
に
は
、
自
称
大
手
芸
能

事
務
所
所
属
の
踊
り
子
さ
ん
の
演
舞
が
祝
宴
に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

宴
の
締
め
く
く
り
で
は
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
澤
会
長
か
ら
「
来

年
も
元
気
で
集
ま
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
万
歳
三
唱
で
お
ひ

ら
き
と
な
り
ま
し
た
。（
９
月

日
）

１０

秋

９月のこんなことあんなこと

敬

烏

平
成

年
度

初
山
別
村
敬
老
会

２４

し
ょ
さ
ん
べ
つ
農
楽
校
～
い
も
掘
り
体
験

『『あばれ玄『あばれ玄海海』』♪♪

天童よしみに勝る美声天童よしみに勝る美声……

栄栄地区 江端 和子さ栄地区 江端 和子さんん

おじいちゃん、おばあちゃんおじいちゃん、おばあちゃん、、

敬老の日おめでとうございます敬老の日おめでとうございます。。

『おしんの子もりうた『おしんの子もりうた』』

東京吉本興業所属東京吉本興業所属？？

～おどり子さ～おどり子さんん

『さざんかの宿』『さざんかの宿』♪♪

大川栄策にソックリ大川栄策にソックリ？？

栄地区 澤田 昇さ栄地区 澤田 昇さんん祝宴の締めは万歳三唱祝宴の締めは万歳三唱！！



羽

の
代
表
的
な
伝
統
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る

有
明
八
幡
神
社
の
例
祭
で
、
収
穫
の
秋
の

祈
願
と
悪
魔
払
い
の
祈
祷
が
厳
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

１
０
９
回
目
と
な
る
今
年
の
奉
納
に
は
、
手

造
り
の
し
め
縄
が
祀
ら
れ
、
集
ま
っ
た

名
の

２０

参
列
者
で
賑
や
か
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
９
月

日
）

１５

村

速
な
１
１
９
番
通
報
と
応
急
手
当
は
、
突

然
の
病
気
や
怪
我
な
ど
、
救
命
の
初
歩
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
何
ら
か
の

処
置
が
な
け
れ
ば
、
助
か
る
命
も
助
か
ら
な
い

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

消
防
初
山
別
支
署
で
開
催
さ
れ
た
講
習
会
に

は
、
５
名
の
参
加
が
あ
り
、
３
時
間
の
受
講
の

あ
と
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
９
月

日
）

１０

迅 応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

ポ
ー
ツ
の
秋
、
体
力
向
上
と
健
全
育
成
を
図

り
、
児
童
が
交
流
す
る
場
と
し
て
、
村
内
小

学
生

名
が
み
さ
き
台
公
園
オ
ー
ド
キ
ャ
ン
プ
場

１２

を
舞
台
に
激
し
い
レ
ー
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
の
最
終
周
で
は
、
先
に
ゴ
ー
ル
し
た
選

手
た
ち
が
、
最
後
の
選
手
を
励
ま
し
な
が
ら
併
走

す
る
光
景
に
、
大
勢
の
観
客
か
ら
拍
手
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。（
９
月
７
日
）

ス 一
輪
車
競
技
大
会

有
明
八
幡
神
社
例
祭



萌
管
内
に
本
部
を
置
く
消
防
組
合
の
消

防
団
員
が
、
職
責
遂
行
に
必
要
な
知
識

な
ど
を
習
得
し
、
士
気
の
高
揚
を
図
る
目
的

で
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
消
防
学
校
か
ら
講
師
を
招
き
、
１

３
２
名
が
安
全
管
理
の
講
話
と
訓
練
礼
式
の

実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。（
９
月

日
）

１６

留

迂

ɜ９月のできごとɜ

で き ご と日（曜）

しょさんべつ農楽校２掌

お茶の間懇談会（有明地区）
ＭＲＩ検診

３捷

ＭＲＩ検診４昇

お茶の間懇談会（初山別地区）５昌

村一輪車競技大会７晶

村敬老会１０捷

南明里神社祭１１昇

予防接種
第４回生け花教室

１３昭

第４回星空観察会１４晶

有明・第１栄・第２栄神社祭１５松

留萌管内消防団員現地教育訓練
共成神社祭

１６掌

入札１８昇

村議会定例会
ほしっこくらぶ

１９昌

村議会定例会２０昭

お茶の間懇談会（豊岬地区）
乳幼児健診

２４捷

第２４回村内老人クラブ交歓会２５昇

第４６回留萌地区教育経営研究会２６昌

交通安全村民総監視
乳幼児歯科検診

２８晶

北海道日本ハムファイターズ野
球教室

３０掌

留
萌
振
興
局
管
内

消
防
団
員
現
地
教
育
訓
練

急
性
の
あ
る
情
報
に
つ
い
て
、
村
か
ら
「
携

帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
へ
情
報
配
信

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
方
や
最
近
転
入
さ

れ
た
方
は
、
申
込
み
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
簡
単
に
登
録
で
き
ま
す
。

表
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
カ
メ
ラ
で
撮
影

（１）
メ
ー
ル
の
送
信
画
面
が
表
示
さ
れ
た
ら
、
主
に

（２）
使
用
し
て
い
る
方
の
お
名
前
を
入
力
し
て
送
信
。

申
込
み
手
続
き
が
完
了
で
す
。

（３）●
村
暮
ら
し
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

（
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
）
の
詳
細
は
、

《
役
場

総
務
課

企
画
振
興
係
》

が
担
当
窓
口
で
す
。

緊

域
住
民
の
生
の
声
を
聞
く
場
と
し
て
、
各
地
区

に
て
開
催
さ
れ
る
懇
談
会
は
今
年
で
６
回
目

の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
高
齢
化
や
過
疎
対
策
・
村
内
Ｗ

ｉ
倆
Ｆ
ｉ
事
業
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
宮
本

村
長
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
漁
業
の
活
性
化
は

元
よ
り
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
若
者
に
と
っ
て

も
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

地 お
茶
の
間
懇
談
会

初初山別地区（９／５初山別地区（９／５））

豊岬地区（９／２４豊岬地区（９／２４））

有明地区（９／３有明地区（９／３））

初
山
別
村
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

携
帯
メ
ー
ル
登
録
者
の
募
集



人
の
ス
ポ
ー
ツ
の
代
名
詞
と
し
て
、
村
内

で
も
愛
好
家
が
多
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通

じ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

有
明
・
初
山
別
・
豊
岬
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
と
議

会
議
員
の
計
４
チ
ー
ム
が
集
結
。
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
い
る
と
、「
あ
わ
や
乱

闘
か
？
」
と
心
配
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
激
闘
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
９
月

日
）

２５

内
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性

化
を
願
い
、
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
が
大

会
を
開
催
し
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

３
チ
ー
ム
中
、
２
チ
ー
ム
は
、
複
数
町
内
会

で
合
同
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
が
、「
女
性
１
名
以
上
の
出
場
」
と
の

ル
ー
ル
に
よ
り
、
野
球
大
会
と
は
少
し
違
っ
た

試
合
展
開
に
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

（
９
月

日
）

２１

町

老

雨

村
長
旗
《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

ロ
野
球
の
世
界
を
経
験
し
た
コ
ー
チ
が
、
基

本
的
な
技
術
指
導
と
と
も
に
野
球
を
通
し
て

経
験
し
て
き
た
こ
と
や
野
球
の
楽
し
さ
な
ど
を
子

ど
も
た
ち
へ
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
村

内
の
野
球
少
年
が
大
勢
参
加
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
主
催
し
た
初
山
別
総
合
型
ク
ラ
ブ
「
楽

す
ぽ
ク
ラ
ブ
」
が
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
も
開
催
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
一
色
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
９
月

日
）

３０

プ 北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

野
球
教
室
《
フ
ィ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
》

村
内
老
人
ク
ラ
ブ
交
歓
会

《
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

味味方ボールにタッチ味方ボールにタッチ♪♪

スパークも見事にキマりスパークも見事にキマり★★

「
第
１
ゲ
ー
ト
通
っ
て
な
い
の

オ
レ
た
ち
だ
け
だ
よ
…

「
マ
ズ
イ
、監
督
に

怒
ら
れ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
ん
…
」

優勝は、中央／北斗／千代優勝は、中央／北斗／千代田田

合同チームでした合同チームでした！！



の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
た
９
月

下
旬
、
村
内
自
治
会
や
各
事
業
所
か
ら

集
ま
っ
た
村
民

名
が
、
役
場
庁
舎
前
の
国

３０

道
に
て
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

例
年
、
北
海
道
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、

全
国
で
も
常
に
上
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
天
候
や
路
面
状
況
が
変

わ
り
や
す
い
時
季
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
す

ま
す
の
安
全
運
転
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。（
９
月

日
）

２８

秋

学
１
年
生
が
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
と
題
し
た
授

業
で
、
生
徒
た
ち
が
発
案
し
た
企
画
を
発
表
し
検
討
や

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
案
さ
れ
た
企
画
は
、
地
元
食
材
を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー

や
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
で
、
中
学
生
ら
し
い
ア
イ
デ
ア

が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。
近
い
将
来
、
初
山

別
中
学
校
と
岬
セ
ン
タ
ー
の
コ
ラ
ボ
定
食
が
食
べ
ら
れ
る

日
が
来
る
と
よ
い
で
す
ね
。（
９
月

日
）

２０

中

卯

月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び

で
し
た
。（
９
月

日
）

１９

今 ☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
９
月
号
」

次
回
、

月

日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら

１０

１７

ぶ
」
は
、

☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び

☆
よ
み
き
か
せ

★
い
く
じ
そ
う
だ
ん

の
予
定
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
ね
。

交
通
安
全
《
村
民
総
監
視
》

総
合
的
な
学
習
の
時
間

《
発
表
会
～
初
山
別
中
学
校
１
年
生
》



が
ん
予
防
の
た
め
の
食
事

９
月
と

月
は
が
ん
予
防
月
間

１０

で
す
。

そ
こ
で
が
ん
予
防
の
方
法
の
一

つ
で
あ
る
食
物
と
栄
養
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
危
険
因
子
と

な
る
危
険
性
が
も
っ
と
も
大
き
い

の
は
、
が
ん
と
食
習
慣
の
関
係
で

は
、
食
道
が
ん
・
肝
臓
が
ん
・
乳

が
ん
と
ア
ル
コ
ー
ル
、
栄
養
関
連

要
因
で
は
、
食
道
腺
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
閉
経
後
の
乳
が
ん
と
肥
満

で
す
。

つ
い
で
、
大
腸
が
ん
と
獣
肉

類
・
食
道

が
ん
と
熱

い
飲
食
物

と
な
っ
て

い
ま
す
。

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

日
々
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め

何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
良
い
か
、

そ
の
目
安
を
つ
か
む
た
め
に
発
表

さ
れ
た
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
イ
メ
ー
ジ

は
「
こ
ま
」
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
る
と
、
倒
れ
て
し
ま
う
こ

と
を
表
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
食
品
や
料
理
の
組
み
合

わ
せ
だ
け
で
な
く
、
運
動
の
重
要

性
や
水
分
が
代
謝
に
欠
か
せ
な
い

と
い
う
部
分
ま
で
も
表
現
さ
れ
て

お
り
、
現
代
の
生
活
習
慣
の
問
題

を
改
善
す
べ
き
点
が
わ
か
り
や
す

く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

栄
養
の
片
寄
り
を
見
直
し
、
健

康
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師

本
間
）

鵜

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

食事バランスガイド あなたの食事は大丈夫？



～
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
～

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
や
障
害
・
遺
族
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。平

成

年
度
の
国
民
年
金
保
険

２４

料
は
、
一
ヶ
月

１
４
埀
９
８
０
円
で
す
。

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
、
納
付
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
納
付
書
を
ご
用
意
の
う
え
、

至
急
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納

付
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
、
口
座

振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
も
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

留
萌
年
金
事
務
所

緯
０
１
６
４
倆

倆
７
２
１
２

４３

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

～
み
ん
な
で
築
こ
う
、

安
全
で
安
心
な
大
地
。
～

○

月

日（
木
）か
ら

日（
土
）

１０

１１

２０

ま
で
の

日
間
、
全
国
一
斉
に
地

１０

域
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
こ
の
間
、
安
全
で
安
心
な
地
域

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
行
政
、

事
業
者
等
の
関
係
機
関
・
団
体
が

連
携
し
、
道
民
に
自
主
的
な
参
加

を
呼
び
か
け
、
自
主
防
犯
意
識
の

高
揚
や
各
地
の
地
域
安
全
活
動
の

浸
透
と
定
着
化
、「
安
全
・
安
心
ど

さ
ん
こ
運
動
」
の
普
及
啓
発
に
よ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

○
ま
た
、
運
動
の
初
日
に
当
た
る

月

日
の
「
安
全
・
安
心
な
ま

１０

１１

ち
づ
く
り
の
日
」
に
は
、
知
事
が

会
長
を
務
め
る
北
海
道
犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り
推

進
会
議
が
主
催
す
る
「
道
民
の
集

い
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
全
道
各

地
で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
道
民
の
皆
様
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

～
反
射
材

暗
い
夜
道
の

護
身
術
～

【
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
】

○
安
全
確
認
の
徹
底
を
！

こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
か
ら
夜

間
に
か
け
て
、
道
路
横
断
中
の
高

齢
歩
行
者
が
被
害
と
な
る
事
故
が

多
発
し
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
交
通
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

毅
高
齢
者
は
、
黒
色
等
の
暗
い
色

の
服
装
が
多
く
、
夜
間
は
発
見

が
難
し
い
場
合
が
あ
る
の
で
、

速
度
を
落
と
し
て
、
歩
行
者
や

自
転
車
の
有
無
を
よ
く
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

毅
高
齢
歩
行
者
な
ど
は
「
車
か
ら

は
見
え
て
い
る
だ
ろ
う
、
止

ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
思

い
込
み
、
車
が
接
近
し
て
い
て

も
、
道
路
を
横
断
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

不
意
の
行
動
に
対
処
で
き
る

よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

毅
夜
間
走
行
の
時
は
、
先
行
車
や

対
向
車
が
な
い
と
き
は
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
を
上
向
き
に
し
て
、
横

断
歩
行
者
な
ど
を
早
期
に
発
見

おお
知
ら

お
知
ら
せせ

窺

国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

平
成

年
全
国
地
域
運
動

２４

及
び
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
日

夕
暮
れ
時
の交

通
事
故
防
止



し
ま
し
ょ
う
。

毅
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
て
、
右
か

ら
左
に
横
断
す
る
歩
行
者
を
見

落
と
し
が
ち
で
す
か
ら
、
特
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ
】

○
夜
光
反
射
材
の
積
極
的
な
活
用

を
！夜

、
車
の
ラ
イ
ト
が
見
え
て
も
、

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
あ
な
た
の
姿
が

見
え
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

毅
夜
間
外
出
す
る
時
は
、
持
ち
物

や
身
体
に
夜
光
反
射
材
を
つ
け
、

光
っ
て
目
立
ち
ま
し
ょ
う
。

毅
自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
、
夜

間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る

と
と
も
に
、
自
転
車
に
も
夜
光

反
射
材
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

毅
外
出
す
る
時
は
、
で
き
る
だ
け

明
る
い
服
を
着
ま
し
ょ
う
。

○
横
断
す
る
と
き
は
、
信
号
機
や

横
断
歩
道
な
ど
の
利
用
を
！

毅
近
く
に
信
号
機
や
横
断
歩
道
が

設
置
さ
れ
て
い
る
交
差
点
が
あ

れ
ば
、
少
し
遠
回
り
で
も
そ
の

交
差
点
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

毅
押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
は
必

ず
ボ
タ
ン
を
押
し
、
青
に
変

わ
っ
て
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

（
羽
幌
警
察
署
）

平
成

年
５
月
か
ら
、
保
健
指

１０

導
車
と
し
て
、
住
民
福
祉
や
村
内

視
察
に
使
用
さ
れ
て
き
た
ト
ヨ
タ

エ
ス
テ
ィ

マ
に
代
わ

り
、
ト
ヨ

タ
ノ
ア
が

導
入
さ
れ

ま
し
た
。

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

【
ご
融
資
額
】

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り
３
０

０
万
円
以
内

【
利
率
】

年
２
坩

％
（
母
子
家
庭
の
方
の

３５

利
率
は
年
１
坩

％
）

９５

※
固
定
金
利
、
平
成

年
９
月

２４

１０

日
現
在

【
ご
返
済
期
間
】

年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
ま

１５
た
は
母
子
家
庭
の
方
に
つ
い
て
は

年
以
内
）

１８【
お
使
い
み
ち
】

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・

家
賃
な
ど

【
ご
返
済
方
法
】

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ

ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

【
保
証
】

（
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可

能
）

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
皆
さ
ま
に
「
災
害
特
例

措
置
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
な
ど
、

詳
し
く
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
７
０
倆
０
０
８
６
５
６

ま
た
は

倆
５
３
２
１
倆
８
６
５
６

０３ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
旭
川
支
店
）

丑

○
役
場
公
用
車
の

ご
紹
介
（
住
民
課
車
）

○
国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
国

民
生
活
事
業
）

○
広
報
し
ょ
さ
ん
べ
つ
訂
正
と
お
詫
び

陰
９
月
号
の

ペ
ー
ジ
中
、
ひ
と
の
う
ご
き
世
帯
数

１１

誤

世
帯
数
５
９
６
世
帯
（
＋
３
世
帯
）

正

世
帯
数
５
９
６
世
帯
（
＋
２
世
帯
）

隠
９
月
号
の

ペ
ー
ジ
中
、
今
月
の
主
な
行
事
予
定

１２

誤

初
山
別
中
学
校
学
校
祭

正

月
７
日
（
日
）初
山
別
中
学
校
学
校
祭

１０

誤

月
６
日
（
土
）初
山
別
小
学
校
学
芸
会

１０

正

月

日
（
土
）初
山
別
小
学
校
学
芸
会

１０

１３

誤

月
７
日
（
日
）豊
岬
小
学
校
学
芸
会

１０

正

月

日
（
日
）豊
岬
小
学
校
学
芸
会

１０

１４

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。（
役
場

企
画
振
興
係
）



碓

おくやみ

９／３ 土 門 浪 男

５９歳（豊 岬）

北海道立羽幌病院からのお知らせ 【平成２４年１１月分 外来診療体制】

受付時間等応 援 医 師
金木水火月

診 療 科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

８：００～１０：３０
△１３：３０～１５：３０

第２・第４木曜日（８日・２２日）
留萌セントラル

－○△○－○－○－○内 科

８：００～１０：３０留萌市立 高橋副院長（隔週）－－－－予約予約－－－－循環器内科

８：００～１０：３０重原医師予約○－－－－－－－－呼吸器内科

８：００～１０：３０留萌市立より－－－○－－－－－－総 合 内 科

（診療は１４：００から）予約－－－－－－－－－禁 煙 外 来

８：００～１０：３０
月３回金曜日（２日・１６日・３０日）
留萌市立 越湖副院長

－○－○－○－○－○外 科

８：００～１０：３０－○－○－○－○－○整 形 外 科

①渡部整形外科 渡部院長
②留萌市立病院より

①第２・４火曜日（１３日・２７日）午前・午後
②月２回木曜日（１５日・２９日）（９：００～１７：００）

整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

①旭川医大 井上講師
②札幌医大より

－－○○－－－－△△
小 児 科 ①第１・２・３月曜日（５日・１２日・１９日）午前・午後

②毎週木曜日午前・午後

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申し込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼 科

８：００～１１：００札幌医大より－－－－－－－－－○皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第１・３水曜日（７日・２１日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１１：００札幌医大より第２金曜日（９日）午前中のみ ※第４金曜（２３日）は祝日のため休診です。泌 尿 器 科

札幌医大 齋藤教授月１回（紹介患者のみ）精 神 科

ひ と の う ご き

～平成２４年９月末～

１．当面の間、「一般内科午後診療は、休診となります。」
２．但し、第２、第４木曜日のみ一般内科の午後診療は行い
ます。（１３時３０分～１５時３０分まで）
３．内科の予約の無い患者さまは９時からの診察となります。
４．コンタクトレンズの処方は行っていませんので、ご了承
ください。

お
知
ら
せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせていただきます。
★緊急性のない軽症の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控えていただき、平
日診療時間内に受診されますようご協力願います。（なお、病状などでご心配
なことや、受診を希望される場合は、看護師がご相談を承りますので電話でご
相談ください。ご相談の内容によっては医師と相談し受診の必要性を判断させ
て頂きます。） 電話 ０１６４－６２－６０６０

人口と世帯数
人口 １,３６５人 （△２人）
男 ６５２人
女 ７１３人
世帯数 ５９４世帯（±０世帯）

（ ）は前月比

気象台ひと口メモ
～「緊急地震速報について」～

緊急地震速報は、地震による強い揺れが予測される地

域を、強い揺れがくる前に素早くお知らせする情報で、平

成１９年１０月１日からテレビやラジオなどで皆さんに向

けて提供を開始しています。

強い揺れがくる前に身を隠すなどの危険回避行動を

とることができれば、地震被害の軽減が期待できます。

また、この情報を有効に活用し、身の安全を図ってい

ただくためには、地震の揺れを感じなくても、緊急地震速

報を見聞きしたら、「周囲の状況に応じて、あわてずに、

まず身の安全を確保する」ことが重要です。

旭川地方気象台ホームページアドレス

http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

問合せ先／旭川地方気象台



初山別村民憲章 １ 産業をのばし、働くよろこびに生きる豊かな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。

ɜ今月の主な行事予定ɜ
（１０／１１～１１／１０）

行 事 等日月
広報しょさんべつ配布（１０月号）１１昭

月

１０

１２晶

初山別小学校学芸会１３松

豊岬小学校学芸会１４掌

１５捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）１６昇

ほしっこくらぶ１７昌

１８昭

１９晶

２０松

ふじみへき地保育所お遊戯会
村消防団秋季消防演習

２１掌

乳幼児健診
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）

２２捷

２３昇

２４昌

予防接種２５昭

破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）
広報配布（お知らせ版）

２６晶

２７松

第５５回初山別村女性大会２８掌

２９捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）３０昇

３１昌

歯科・栄養教室１昭

月

１１
２晶

文化の日３松

４掌

一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）５捷

総合健診（ふれあいの里豊岬館）６昇

総合健診（自然交流センター）７昌

８昭

９晶

１０松
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臼

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

救救救急急出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴します。

平日は、北海道立消費生活センター、土日

祝日は、国民生活センターにつながります。

役場窓口は、経済課水産商工係です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ
0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

８月２９日、羽幌ロータリークラブ様から

交通安全旗５０枚が寄贈され、村長室にて受

領いたしました。

この安全旗は、交通安全運動に活用し、

新たな交通事故死ゼロ日の記録達成を目指

し努めていきます。

交通安全旗の寄贈

羽幌ロータリークラブ

「ありがとうございました」

北海道内で事業を営む使用者及びその事

業場で働くすべての労働者（臨時、パート

タイマー、アルバイト等を含む）に適用さ

れる北海道最低賃金（地域別）が次のとお

り改定されます。

○最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、

家族手当、臨時に支払われる賃金、及び

時間外等割増賃金は算入されません。

○最低賃金額以上の賃金を支払わない場合

は、最低賃金法違反として処罰されるこ

とがあります。

○特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、

糖類製造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デ

バイス・電子回路、電気機械器具、情報

通信機械器具製造業」、「船舶製造・修理

業、船体ブロック製造業」）で働く労働者

には北海道の産業別最低賃金が適用され

ます。

厚生労働省北海道労働局 労働基準監督署（支署）

必ずチェック 最低賃金！
使用者も 労働者も

最低賃金額 時間額 ７１９円
効力発生年月日 平成２４年１０月１８日


